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学
び
の
系
譜
1　

大
学
の
源
流

　

イ
ギ
リ
ス
の
ミ
ド
ル
テ
ン
プ
ル
に
学
ん
だ
増
島
六
一
郎
が
中
心

と
な
り
同
志
を
糾
合
し
て
設
立
し
た
英
吉
利
法
律
学
校
は
、「
邦

語
ヲ
以
テ
英
吉
利
法
律
学
ヲ
教
授
シ
其
実
地
応
用
ヲ
修
練
セ
シ
ム

ル
」
法
律
学
校
と
し
て
一
八
八
五
（
明
治
十
八
）
年
七
月
に
東
京

府
か
ら
認
可
さ
れ
た
。

　

当
時
の
諸
学
校
に
お
い
て
外
国
法
を
教
授
す
る
場
合
、
外
国
語

に
よ
る
授
業
（
正
則
）
と
日
本
語
に
よ
る
授
業
（
変
則
）
の
両
教

授
法
が
行
わ
れ
て
い
た
。
教
授
層
の
重
要
部
分
を
お
雇
い
外
国
人

に
依
拠
し
て
い
た
当
時
の
状
況
か
ら
す
れ
ば
、
外
国
語
に
よ
る
授

業
が
重
要
視
さ
れ
た
の
は
当
然
で
あ
っ
た
が
、
日
本
人
法
学
者
が

増
加
す
る
に
つ
れ
て
、
日
本
語
に
よ
る
授
業
の
必
要
性
も
認
識
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

　

た
と
え
ば
、
穂
積
陳
重
・
土
方
寧
・
菊
池
武
夫
ほ
か
三
人
の
建

議
に
よ
り
八
三
年
に
設
置
さ
れ
た
東
京
大
学
法
学
部
別
科
法
学
科

で
は
、
当
初
か
ら
日
本
語
に
よ
る
法
学
教
授
を
採
用
し
て
い
る
。

同
科
は
、
い
わ
ゆ
る
「
三
百
代
言
」
に
代
わ
る
実
務
型
代
言
人
の

養
成
を
目
的
と
す
る
東
京
大
学
法
学
部
の
付
設
機
関
で
、
効
率
的

な
養
成
を
実
現
す
る
た
め
に
は
日
本
語
授
業
が
不
可
欠
と
い
う
前

提
に
た
っ
て
学
科
課
程
が
編
成
さ
れ
て
い
た
。

　

同
科
の
教
授
法
は
、
穂
積
の
強
い
意
向
を
反
映
し
た
も
の
で

あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
東
京
大
学
の
学
内
改
革
の
一
環
と

し
て
付
設
諸
機
関
の
整
理
が
断
行
さ
れ
た
た
め
、
八
五
年
四
月
に

は
廃
止
が
確
定
す
る
こ
と
と
な
る
。

　

ま
た
、
前
述
の
よ
う
に
、
英
吉
利
法
律
学
校
で
も
日
本
語
に
よ

る
教
授
法
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
穂
積
・
土
方
・
菊
池

ら
別
科
法
学
科
設
立
メ
ン
バ
ー
が
英
吉
利
法
律
学
校
の
創
設
計
画

に
参
画
し
た
関
係
で
、
同
科
の
教
授
法
が
継
承
さ
れ
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
穂
積
ら
の
意
向
は
、
英
吉
利
法
律
学

校
校
則
第
一
条
に
み
え
る
「
日
本
語
に
よ
る
英
法
教
授
」
の
規
程

に
結
実
し
、
同
校
の
法
学
教
育
を
特
色
づ
け
た
と
い
え
る
。

　

し
か
し
、
増
島
が
構
想
し
て
い
た
法
学
教
育
に
は
、
さ
ら
に

続
き
が
あ
っ
た
。
同
年
九
月
の
英
吉
利
法
律
学
校
開
校
式
に
お
い

て
、
彼
は
「
本
校
特
別
の
利
益
あ
り
東
京
英
語
学
校
の
同
邸
内
ニ

あ
り
て
法
律
学
生
ハ
少
額
の
月
謝
ニ
て
之
を
兼
修
す
る
の
便
あ
り

後
来
英
語
を
以
て
英
吉
利
法
律
を
教
授
す
る
の
時
あ
ら
む
」
と
、

英
語
で
挨
拶
し

て
い
る
。

　

東
京
英
語
学

校
は
、
現
在
の

日
本
学
園
高
等

学
校
の
前
身

で
、
英
吉
利
法

律
学
校
と
同
時

に
設
置
を
認
可

さ
れ
、英
語
学
・

数
学
・
漢
文
の

三
科
を
教
授
、

初
代
校
長
は
増

島
自
身
が
務
め

て
い
た
。
彼
の

夢
は
、
東
京
英

語
学
校
に
よ
り

基
礎
的
な
英
語
力
を
培
い
、
将
来
的
に
英
吉
利
法
律
学
校
内
に
純

然
た
る
「
英
語
に
よ
る
英
法
教
授
」
の
課
程
を
設
置
す
る
こ
と
に

あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　

こ
の
増
島
構
想
実
現
の
た
め
に
は
、
新
課
程
増
設
に
対
応
す
る

施
設
拡
充
が
必
要
で
あ
り
、
授
業
に
用
い
る
法
律
原
書
を
収
蔵
す

る
た
め
の
法
律
書
庫
設
置
が
不
可
欠
と
な
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も

な
い
が
、
そ
の
機
会
は
意
外
な
ほ
ど
早
く
訪
れ
る
こ
と
と
な
る
。

　

英
吉
利
法
律
学
校
の
経
営
は
開
校
時
か
ら
順
調
で
あ
り
、
八
七

年
段
階
の
記
録
で
は
千
七
百
余
人
の
学
生
を
数
え
る
ほ
ど
の
興
隆

を
み
せ
て
い
る
。
ま
た
、
法
律
書
の
収
集
も
急
ピ
ッ
チ
で
進
め

ら
れ
、
同
年
に
は
原
書
一
七
〇
部
・
訳
書
二
九
五
部
・
原
書
翻
刻

一
〇
、〇
八
五
部
の
蔵
書
を
数
え
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
開
校
時

の
校
舎
は
手
狭
と
な
り
、
八
六
年
六
月
に
は
校
舎
の
増
築
が
行
わ

れ
て
、
法
律
書
庫
も
設
置
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
こ
に
、
構
想
実
現
の
条
件
が
整
い
、
学
科
課
程
の
改
正
が
断

行
さ
れ
た
。
従
来
の
「
日
本
語
に
よ
る
英
法
教
授
」
課
程
は
第
一

科
（
邦
語
科
）
と
さ
れ
、
新
た
に
原
書
を
用
い
た
教
授
課
程
と
し

て
第
二
科
が
設
置
さ
れ
た
。
こ
の
第
二
科
こ
そ
、
増
島
構
想
に
も

と
づ
い
て
設
置
さ
れ
た
英
吉
利
法
律
学
校
原
書
科
で
あ
る
。
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英
吉
利
法
律
学
校
原
書
科
の
設
置
（
一
）

原書科と法律書庫の設置を告げる生徒募集広告（『明法志林』第 118号）


